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(57)【要約】
【課題】  有機電界発光素子の内部における鏡面反射の
抑制及び直接表示光と反射表示光との干渉の抑制によ
り、コントラスト比及び／又は色コントラスト比を向上
させた有機電界発光素子及びその有機電界発光素子を用
いた表示装置を提供することにある。
【解決手段】光透過性を有する第１の電極３と、第１の
電極３と対向し、所定の導電率を確保する限りにおいて
膜厚を薄く設定した光透過性を有する第２の電極４と、
第１の電極と第２の電極との間に設けられた有機発光層
２と、屈折率の異なる複数の誘電体膜を第２の電極側４
から屈折率の大きな順に積層してなる導光層５とを含む
構成とする。また、対向する第１の電極と第２の電極の
間に有機発光層を設けた発光素子において、有機発光層
と第２の電極の界面を起伏面とする。また、表示装置の
表示面側に遮光壁を設ける。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  光透過性を有する第１の電極と、前記第
１の電極と対向した、光透過性を有する第２の電極と、
前記第１の電極と前記第２の電極の間に設けられた発光
物質を含有する有機発光層と、前記第２の電極の前記有
機発光層と反対側表面に設けられ、屈折率の異なる複数
の誘電体膜の積層した導光層と、を含む有機電界発光素
子であって、
前記導光層を構成する前記複数の誘電体膜は、前記第２
の電極側から屈折率の大きな順に配置されていることを
特徴とする有機電界発光素子。
【請求項２】  請求項１に記載の有機電界発光素子にお
いて、
前記第２の電極を構成する物質が、アルミニウム、マグ
ネシウム、カルシウム、リチウム、銀及びインジウムよ
りなる金属群より選択される１種の金属又は前記金属群
より選択される複数の金属の合金であることを特徴とす
る有機電界発光素子。
【請求項３】  請求項１に記載の有機電界発光素子にお
いて、
前記有機発光層と前記第２の電極の間に無機薄膜を更に
有することを特徴とする有機電界発光素子。
【請求項４】  請求項３に記載の有機電界発光素子にお
いて、
前記無機薄膜を構成する物質が、フッ化リチウム又は酸
化マグネシウムであることを特徴とする有機電界発光素
子。
【請求項５】  請求項１に記載の有機電界発光素子にお
いて、
前記導光層の側面を覆う光吸収体を更に含むことを特徴
とする有機電界発光素子。
【請求項６】  請求項５に記載の有機電界発光素子にお
いて、
前記光吸収体が、前記導光層の側面及び前記導光層の上
面の周縁部を覆うことを特徴とする有機電界発光素子。
【請求項７】  請求項５に記載の有機電界発光素子にお
いて、
前記光吸収体が、前記有機発光層の側面を覆うことを特
徴とする有機電界発光素子。
【請求項８】  絶縁基板と、
前記絶縁基板上に形成された電圧印加手段と、
前記絶縁基板上に形成された、前記電圧印加手段を介し
て独立に発光制御される複数の発光素子を含む表示装置
であって、
前記発光素子が、請求項１～３のいずれか１項に記載の
有機電界発光素子であることを特徴とする表示装置。
【請求項９】  請求項８に記載の表示装置において、
電圧印加手段が、複数のスイッチング素子及び複数の信
号線を有する電子回路であることを特徴とする表示装
置。
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【請求項１０】  請求項９に記載の表示装置において、
前記複数の有機電界発光素子間に設けられた光吸収体を
更に含むことを特徴とする表示装置。
【請求項１１】  請求項９に記載の表示装置において、
前記光吸収体が、前記有機電界発光素子の導光層の側面
を覆うことを特徴とする表示装置。
【請求項１２】  請求項９に記載の表示装置において、
前記光吸収体が、前記有機電界発光素子の導光層、及び
有機発光層の側面を覆うことを特徴とする表示装置。
【請求項１３】  請求項９に記載の表示装置において、
前記光吸収体が、前記複数のスイッチング素子の上に設
けられていることを特徴とする表示装置。
【請求項１４】  請求項９に記載の表示装置において、
前記複数の有機電界発光素子の形成された面と反対側の
前記絶縁基板表面に設けられたカラーフィルタ層を更に
含むことを特徴とする表示装置。
【請求項１５】  請求項１４に記載の表示装置におい
て、
前記カラーフィルタ層が、色の異なる複数種のカラーフ
ィルタ膜を有し、かつ、
前記複数の有機電界発光素子ごとに前記複数種のカラー
フィルタ膜のいずれか１種が設けられていることを特徴
とする表示装置。
【請求項１６】  請求項１５に記載の表示装置におい
て、
前記複数の有機電界発光素子の各々が、前記複数種のカ
ラーフィルタ膜の種類に応じた第２の電極及び／又は導
光層を有することを特徴とする表示装置。
【請求項１７】  請求項１６に記載の表示装置におい
て、
前記導光層を構成する複数の誘電体膜の各々が、前記複
数種のカラーフィルタ膜の種類に応じた膜厚及び／又は
屈折率を有することを特徴とする表示装置。
【請求項１８】  光透過性を有する第１の電極と、前記
第１の電極と対向した第２の電極と、前記第１の電極と
前記第２の電極の間に設けられた有機発光物質を含有す
る有機発光層と、を含む有機電界発光素子であって、
前記有機発光層と第２の電極との界面が起伏面であるこ
とを特徴とする有機電界発光素子。
【請求項１９】  絶縁基板と、
前記絶縁基板上に形成された電圧印加手段と、
前記絶縁基板上に形成された、前記電圧印加手段を介し
て独立に発光制御される複数の発光素子を含む表示装置
であって、前記発光素子が、請求項１８に記載の有機電
界発光素子であることを特徴とする表示装置。
【請求項２０】  絶縁基板と、
前記絶縁基板の第１の面上に形成された、光透過性を有
する第１の電極、前記第１の電極に対向した第２の電
極、及び、前記第１の電極と前記第２の電極の間に設け
られた発光物質を含有する有機発光層を備える複数の有
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機電界発光素子と、
前記絶縁基板の前記第１の面上に形成され、前記複数の
有機電界発光素子の発光を独立制御する電圧印加手段
と、
前記第１の面における前記複数の有機電界発光素子の形
成されていない領域と対面する前記絶縁基板の裏面にお
ける対面領域に形成された遮光壁と、を含む表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、有機電界発光素子
及びそれを用いた表示装置に関する。詳しくは、コント
ラスト比及び／又は色コントラスト比（色純度）を向上
させたエレクトロルミネッセンス型表示装置及びそれに
用いる有機電界発光素子に関する発明である。
【０００２】
【従来の技術】有機電界発光素子は、自発光素子である
ので高輝度が得られること、有機発光材料の選択により
任意の発光色を容易に得られること、視野角が大きいこ
と等、表示装置に用いるための好ましい特性を有してい
る。したがって、有機電界発光素子を用いたエレクトロ
ルミネッセンス型表示装置（以下、ＥＬ型表示装置と略
記する）は、次世代の表示装置として有望視されてお
り、従来から活発に開発がおこなわれてきた。
【０００３】まず、従来の典型的な有機電界発光素子の
構成を図１９に示す。図１９（ａ）は基板側から表示光
を取り出す構造の有機電界発光素子であり、図１９
（ｂ）は基板と反対側から表示光を取り出す構造の有機
電界発光素子である。
【０００４】図１９（ａ）に示された有機電界発光素子
は、透明性を有する基板１０１上に、正孔注入効率が高
くかつ透明性を有する陽電極１０３（本発明における第
１の電極に対応する）と、有機発光層１０２と、電子注
入効率の高い陰電極１１４（本発明における第２の電極
に対応する）とがこの順序で積層した構成である。有機
発光層１０２としては、有機発光分子を有する発光材料
層のみからなる単層構造や、有機発光分子を含む発光材
料膜、電子輸送材料膜及び正孔輸送材料膜よりなる３層
構造が例示できる。
【０００５】陽電極１０３に要求される特性は、光透過
性が高くかつ正孔注入効率が高いことであるため、陽電
極を構成する材料としてインジウム錫酸化物（以下、Ｉ
ＴＯと略記する）が用いられている。また、陰電極１１
４に要求される特性は、電子注入効率が高い、言い換え
れば仕事関数が低いことである。したがって、陰電極を
構成する物質としては金属物質を用いなければならず、
一般的には、アルミニウム、マグネシウム等が用いられ
ている。陰電極１１４を構成する物質として金属物質を
用いた場合、所定の膜厚以上の陽電極は高い光反射性を
有することとなる。陰電極１１４として通常２００ｎｍ
以上の膜厚の金属物質からなる電極が用いられるので、
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可視光に対する陰電極の光反射率は少なくとも８０％以
上であり、光反射電極とみなされる。
【０００６】また、図１９（ｂ）に示す如く、透明性を
有する基板１０１上に、電子注入効率の高い陰電極１１
４と、有機発光層１０２と、正孔注入効率が高くかつ透
明性を有する陽電極１０３とがこの順序で積層した構成
の有機電界発光素子も公知である。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】従来の有機電界発光素
子は、外光（外部光源からの光）が陰電極表面で鏡面反
射することにより、非発光制御時において良好な黒色を
示さない。つまり、従来の有機電界発光素子におけるコ
ントラスト比は低かった。また、ＴＦＴ（Thin film tr
ansistor）を介して独立に発光制御される複数の従来の
有機電界発光素子が形成された表示装置の場合、陰電極
表面で反射した反射光がＴＦＴのチャネル領域に入射す
ることにより、ＴＦＴのリーク電流（オフ電流）が大き
かった。したがって、このリーク電流に伴うコントラス
ト比の低下が大きかった。更にまた、有機発光層からの
直接表示光と陰電極表面で反射した反射表示光とが干渉
することにより、表示光のピーク波長がシフトする。こ
のピークシフトによって、従来の有機電界発光素子の色
コントラスト比は低かった。
【０００８】本発明は上記に鑑みなされたものであり、
その目的は、有機電界発光素子の内部における鏡面反射
の抑制及び直接表示光と反射表示光との干渉の抑制によ
り、コントラスト比及び／又は色コントラスト比を向上
させた有機電界発光素子を提供することにある。また、
コントラスト比及び／又は色コントラスト比を向上させ
た有機電界発光素子を用いた表示装置を提供することを
目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】上記の課題を解決するた
めに、請求項１に記載の発明は、光透過性を有する第１
の電極と、第１の電極と対向した光透過性を有する第２
の電極と、第１の電極と第２の電極の間に設けられた、
発光物質を含有する有機分子膜を有する有機発光層と、
第２の電極の有機発光層と反対側表面に設けられた、屈
折率の異なる複数の誘電体膜の積層した導光層とを含む
有機電界発光素子であって、導光層を構成する複数の誘
電体膜が、第２の電極側から屈折率の大きな順に配置さ
れていることを特徴とする有機電界発光素子である。
【００１０】上記の構成によれば、第２の電極を透過し
た外光は、屈折率の異なる複数の誘電体膜を有する導光
層によって、各誘電体膜の垂線方向と伝播方向とのなす
角が大きくなる方向に傾けられる。これにより、光透過
性基板側に鏡面反射して戻る外光の強度を低減できる。
【００１１】また、反射表示光の強度も低減できるた
め、直接表示光と反射表示光の干渉も抑制することがで
きる。ここに、反射表示光とは、有機発光層で発生した
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第２の電極の方向に伝播する光のうち、反射して第１の
電極側（表示面側）へ射出する光であり、直接表示光と
は、有機発光層で発生した第１の電極の方向に伝播する
光であって、第1の電極側へ直接的に射出される光であ
る。
【００１２】請求項２に記載の発明は、請求項１に記載
の発明において、第２の電極を構成する物質が、アルミ
ニウム、マグネシウム、カルシウム、リチウム、銀及び
インジウムよりなる金属群より選択される１種の金属又
は金属群より選択される複数の金属の合金であることを
特徴とする。
【００１３】上記の構成によれば、上記金属及びそれら
の合金よりなる第２の電極は仕事関数が４ｅＶ以下であ
るので、有機電界発光素子の陰極として要求される特性
を満たす。したがって、上記の構成の有機電界発光素子
は発光効率が高い。
【００１４】請求項３に記載の発明は、請求項１に記載
の発明において、有機発光層と第２の電極の間に無機薄
膜を有することを特徴とする。この構成によれば、無機
薄膜を設けない場合に比べて電子注入性を向上させるこ
とができるので、発光効率の高い有機電界発光素子を提
供できる。
【００１５】請求項４に記載の発明は、請求項３に記載
の発明において、無機薄膜を構成する無機物質が、フッ
化リチウム又は酸化マグネシウムであることを特徴とす
る。この構成によれば、他の無機物質を用いる場合に比
べて、電子注入性を更に向上させることができる。
【００１６】請求項５に記載の発明は、請求項１に記載
の発明において、導光層の側面を覆う光吸収体を更に含
むことを特徴とする。この構成によれば、導光層により
光路を変化させられた光を効率よく吸収することができ
る。したがって、反射表示光として第１の電極側に戻っ
てくる光の強度を低減することができる
【００１７】請求項６に記載の発明は、請求項５に記載
の発明において、光吸収体が、導光層の上面の少なくと
も一部を覆うことを特徴とする。この構成によれば、更
に効果的に光を吸収することができる。
【００１８】請求項７に記載の発明は、請求項５に記載
の発明において、光吸収体が、有機発光層の側面を覆う
ことを特徴とする。この構成によれば、極めて効果的に
光と吸収することができる。
【００１９】上記の課題を解決するために、請求項８に
記載の発明は、絶縁基板と、絶縁基板上に形成された電
圧印加手段と、絶縁基板上に形成された、電圧印加手段
を介して独立に発光制御される複数の発光素子とを含む
表示装置であって、発光素子が複数の請求項１～３のい
ずれか１項に記載の有機電界発光素子であることを特徴
とする。
【００２０】上記の構成によれば、第２の電極を透過し
た外光は、屈折率の異なる複数の誘電体膜を有する導光
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層によって、各誘電体膜の垂線方向と伝播方向とのなす
角が大きくなる方向に傾けられる。これにより、光透過
性基板側に鏡面反射して戻る外光の強度を低減できる。
また、反射表示光の強度も低減できるため、直接表示光
と反射表示光の干渉も抑制することができる。したがっ
て、コントラスト比及び色コントラスト比を向上させた
表示装置となる。
【００２１】請求項９に記載の発明は、請求項８に記載
の発明において、電圧印加手段が、複数のスイッチング
素子及び複数の信号線を有する電子回路であることを特
徴とする。この構成によれば、アクティブマトリックス
駆動型で発光を制御できる。
【００２２】請求項１０に記載の発明は、請求項９に記
載の発明において、複数の有機電界発光素子間に設けら
れた光吸収体を更に含むことを特徴とする。この構成に
よれば、有機電界発光素子の側方に抜け出す光を効果的
に吸収させることができる。したがって、
【００２３】請求項１１に記載の発明は、請求項９に記
載の発明において、光吸収体が、有機電界発光素子の導
光層の側面を覆うことを特徴とする。この構成によれ
ば、導光層によって導かれた光を効率よく吸収させるこ
とができる。
【００２４】請求項１２に記載の発明は、請求項９に記
載の発明において、光吸収体が、有機電界発光素子の導
光層及び有機発光層の側面を覆うことを特徴とする。こ
の構成によれば、更に効果的に光を吸収させることがで
きる。
【００２５】請求項１３に記載の発明は、請求項９に記
載の発明において、複数の光吸収体が、複数のスイッチ
ング素子の上に設けられていることを特徴とする。この
構成によれば、第２の電極及び導光層で反射した光に起
因するスイッチング素子のリーク電流の増加を抑制する
ことができる。
【００２６】請求項１４に記載の発明は、請求項９に記
載の発明において、複数の有機電界発光素子の形成され
た面と反対側の絶縁基板表面に、カラーフィルタ層を更
に含むことを特徴とする。この構成によれば、ユニカラ
ー型又はフルカラー型の表示装置を提供できる。
【００２７】請求項１５に記載の発明は、請求項１４に
記載の発明において、カラーフィルタ層が色の異なる複
数種のカラーフィルタ膜を有し、かつ、複数の有機電界
発光素子ごとに複数種のカラーフィルタ膜のいずれか１
種が設けられていることを特徴とする。
【００２８】上記の構成によれば、フルカラー型の表示
装置を提供できる。カラーフィルタ層としては、例え
ば、赤色フィルタ膜、緑色カラーフィルタ膜及び青色フ
ィルタ膜の３種のカラーフィルタ膜を有する構成が挙げ
られる。また、カラーフィルタ層としては、３種のカラ
ーフィルタ膜とブラックマトリックスとを有する構成と
することもできる。
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7
【００２９】請求項１６に記載の発明は、請求項１５に
記載の発明において、複数の有機電界発光素子の各々
が、複数種のカラーフィルタ膜の種類に応じた第２の電
極及び／又は導光層を有することを特徴とする。
【００３０】第２の電極に入射する光の色（光の波長）
ごとに、第２の電極や導光層における反射や屈折の条件
が異なる。したがって、上記の構成によれば、第２の電
極の膜厚や導光層の膜厚又は屈折率を異ならせて、各色
ごとのコントラスト比や色コントラスト比を最適化する
ことができる。
【００３１】請求項１７に記載の発明は、請求項１６に
記載の発明において、導光層を構成する複数の誘電体膜
の各々が、複数種のカラーフィルタ膜の種類に応じた膜
厚及び／又は屈折率を有することを特徴とする。この構
成によれば、簡便に、コントラスト比や色コントラスト
比を向上させることができる。
【００３２】上記課題を解決するために、請求項１８に
記載の発明は、第１の電極と、第１の電極と対向した光
透過性を有する第２の電極と、第１の光透過性電極と第
２の光透過性電極の間に設けられかつ発光物質を含有す
る有機分子膜を有する有機発光層とを含む有機電界発光
素子であって、有機発光層と第２の電極との界面が起伏
面であることを特徴とする有機電界発光素子である。
【００３３】上記の構成によれば、光が第２の電極の起
伏面において拡散反射するため、外光の鏡面反射による
コントラスト比の低下を抑制することができる。また、
第１の電極の起伏面における反射光と直接表示光との干
渉を低減することもできる。したがって、コントラスト
比及び色コントラスト比を向上させた有機電界発光素子
を提供することができる。
【００３４】上記課題を解決するために、請求項１９に
記載の発明は、絶縁基板と、絶縁基板上に形成された電
圧印加手段と、絶縁基板上に形成された、電圧印加手段
を介して独立に発光制御される複数の発光素子とを含む
表示装置であって、発光素子が請求項１８に記載の有機
電界発光素子であることを特徴とする表示装置。
【００３５】上記の構成によれば、外光の鏡面反射に起
因するコントラスト比の低下及び有機発光層からの発光
の干渉による色コントラスト比の低下を抑制させた表示
装置を提供できる。
【００３６】上記課題を解決するために、請求項２０に
記載の発明は、絶縁基板と、光透過性を有する第１の電
極、第１の電極に対向した第２の電極、及び、第１の電
極と第２の電極の間に設けられた、発光物質を含有する
有機分子膜を有する有機発光層を備えており、絶縁基板
の第１の面上に形成された複数の有機電界発光素子と、
絶縁基板の前記第１の面上に形成され、前記複数の有機
電界発光素子の発光を独立制御する電圧印加手段と、第
１の面における複数の有機電界発光素子の形成されてい
ない領域と対面する前記絶縁基板の裏面における対面領
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域に形成された遮光壁とを含む表示装置。
【００３７】上記の構成によれば、有機電界発光素子に
入射する外光を遮光壁で遮断することにより、外光の鏡
面反射に起因するコントラスト比の低下を抑制すること
ができる。
【００３８】
【発明の実施の形態】本発明の内容を説明すると共に、
好ましい実施の形態を記述する。実施の形態１～実施の
形態６は、導光層を備えた有機電界発光素子及びそれを
用いた表示装置に関する。また、実施の形態７及び実施
の形態８は、有機発光層と第２の電極との界面が起伏面
である有機電界発光素子及びそれを用いた表示装置につ
いて記述する。また、実施の形態９は、表示面側に遮光
壁を有する表示装置について記述する。
【００３９】以下の実施の形態１～６において、各実施
の形態の特徴部分のみを説明するに留めるために、ま
ず、共通部分について説明する。
【００４０】有機発光層としては、有機発光物質を含む
１層の発光膜や、発光膜と電子輸送性物質よりなる電子
輸送膜又は正孔輸送性物質よりなる正孔輸送膜との２層
積層膜や、発光膜と電子輸送膜と正孔輸送膜との３層積
層膜が例示できる。また、有機発光層を電子注入膜や正
孔注入膜を更に備えた構成とすることもできる。発光膜
以外の有機分子膜を設けたとしても、それらの屈折率と
発光膜の屈折率にはほとんど差がないため、各有機分子
膜間の界面における反射光の強度は、透過光の強度に比
べて無視できるほどである。したがって、複数種の有機
分子膜を備えた有機発光層であっても本発明の効果を奏
することとなる。
【００４１】第１の電極は、光透過性を有する電極であ
ればよく、透明性を有する電極に限るものではない。た
だし、フルカラー型の表示装置に用いる場合には、ＩＴ
Ｏ（インジウム錫酸化物）電極等の透明性電極を用いる
こととなる。また、有機発光層の発光効率の観点から
は、第１電極を陽極として用いる場合、ＩＴＯ等の仕事
関数の大きな物質が好ましい。
【００４２】第２の電極は、１種の導電膜からなる電極
であってもよいし、複数種の導電膜が積層してなる積層
電極であってもよい。第２の電極を陰極として用いる場
合、第２の電極を構成する物質としては仕事関数が４ｅ
Ｖ以下の物質が好ましい。例えば、アルミニウム、マグ
ネシウム、カルシウム、リチウム、銀若しくはインジウ
ム、又はそれらの合金が挙げられる。ただし、第２の電
極は光透過性を有する必要があるため、所望の導電率を
確保できる範囲において、膜厚を最も薄く設定すべきで
ある。
【００４３】第２の電極の膜厚は、少なくとも可視光に
対する反射率が５０％以下となるように設定することが
好ましい。具体的には、第２の電極の膜厚を好ましくは
１００ｎｍ以下、更に好ましくは７５ｎｍ以下に設定す
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ることが好ましい。上記で列挙した金属又はそれらの合
金を用いて膜厚が２００ｎｍ以上の電極を形成した場
合、その電極へ入射する可視光は８０％以上が反射され
る。つまり、第２の電極の膜厚を２００ｎｍ以上とする
と、本発明の効果が極めて小さくなる。
【００４４】導光層は、少なくとも２つ以上の誘電体膜
が積層してなる層であればよい。誘電体膜の積層数は第
２の電極を透過した光を所望の方向に導光する効果を損
なわない限りにおいて、製造コストや製造効率とを勘案
して決定することが好ましい。
【００４５】（実施の形態１）本実施の形態において
は、導光層を有する有機電界発光素子について、図１か
ら図４を参照しながら説明する。
【００４６】図１には、光透過性基板１上に形成された
有機電界発光素子が表されており、有機電界発光素子か
らの表示光は光透過性基板１側から取り出される。図１
に示された有機電界発光素子は、光透過性基板側から順
に、第１の電極３と、有機発光層２と、第２の電極４
と、第１の誘電体膜１５及び第２の誘電体膜２５が積層
した導光層５とを備える。ここに、第１の誘電体膜１５
の屈折率は、第２の誘電体膜２５の屈折率よりも大き
い。
【００４７】具体的には、第１の誘電体膜１５として酸
化チタン膜、第２の誘電体膜２５としてクロム膜を備
え、光透過性基板１としてガラス基板上に形成された有
機電界発光素子が例示できる。
【００４８】図１に示された構成であれば、第２の電極
を透過した外光は、屈折率の異なる第１の誘電体膜及び
第２の誘電体膜を有する導光層によって、第１の誘電体
膜及び第２の誘電体膜の垂線方向と伝播方向とのなす角
が大きくなる方向に傾けられる。これにより、光透過性
基板側に鏡面反射して戻る外光の強度を低減できる。
【００４９】また、反射表示光の強度も低減できるた
め、直接表示光と反射表示光の干渉も抑制することがで
きる。ここに、反射表示光とは、有機発光膜で発生した
第２の電極の方向に伝播する光のうち、反射して光透過
性基板側（表示面側）へ射出する光であり、直接表示光
とは、有機発光層で発生した光透過性基板の方向に伝播
する光であって、光透過性基板側へ直接的に射出される
光である。
【００５０】図２に示すように、図１に示された有機電
界発光素子の有機発光層２と第２の電極４との間に、無
機薄膜６を更に設けた構成とすることもできる。有機発
光層２と第２の電極４との間の無機薄膜６は、電子注入
量を増加させるために設けられる。このような無機薄膜
６としては、リチウム薄膜やフッ化リチウム薄膜が例示
できる。なお、電子注入量を効果的に増加させるために
は、無機薄膜６の膜厚は１０ｎｍ以下とすることが好ま
しいことが知られている。
【００５１】膜厚が１０ｎｍ以下の無機薄膜６を形成し
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た場合、この無機薄膜６の膜厚が可視光の波長に比べて
十分に薄いので、無機薄膜と隣接膜との界面における光
の反射量は微小である。したがって、図２に示された有
機電界発光素子は、図１に示された有機電界発光素子と
同様な効果を奏する。なお、以下の各実施の形態におい
ても、電子注入量を増加させる無機薄膜を備えた構成と
することができることに注意を要する。
【００５２】図３は、第２の電極上に３つの誘電体膜を
積層した構成を示す。図３に示された有機電界発光素子
は、導光層５として、第２の電極４上に屈折率の互いに
異なる第１の誘電体膜１５と第２の誘電体膜２５と第３
の誘電体膜３５とを備える。ここに、第１の誘電体膜１
５の屈折率が最も大きく、第３の誘電体膜３５の屈折率
が最も小さい。
【００５３】例えば、図１に示された有機電界発光素子
における第１の誘電体膜１５と第２の誘電体膜２５の間
に、第１の誘電体膜１５の屈折率より小さくかつ第２の
誘電体膜２５の屈折率より大きい屈折率を有する第３の
誘電体膜３５を設けた場合、光を反射する界面の数が増
える。しかし、各界面における誘電体膜の屈折率の差が
小さくなるために各界面の反射率が小さくなり、導光層
全体としては、入射光に対する反射光の強度比を低減す
ることができる。
【００５４】また、例えば、図１に示された有機電界発
光素子の第２の誘電体膜上に、第２の誘電体膜の屈折率
より小さい屈折率を有する第３の誘電体膜を設けた場
合、第２の電極を透過した光を誘電体膜の方向に更に良
好に導くことができる。この構成の場合、第２の誘電体
膜と第３の誘電体膜との間に、光を反射する界面が形成
される。しかし、第１の誘電体膜と第２の誘電体膜との
界面に到達するまでに外光及び発光光の伝播方向は導光
層に垂直な方向から大きく傾くため、この界面で反射し
た光は、概ね有機電界発光素子の側方に抜け出ていくこ
とになり、反射表示光としてはほとんど関与しない。
【００５５】上記本実施の形態においては、図１～３に
示された如く、光透過性基板１側から表示光を取り出す
構成の有機電界発光素子について説明したが、有機電界
発光素子を形成する基板と反対側から表示光を取り出す
構成の有機電界発光素子であってもよい。
【００５６】例えば、図４には基板１１上に形成された
有機電界発光素子が表されており、有機電界発光素子か
らの表示光は基板１１側と反対側から取り出される。基
板１１側から順に、第２の誘電体膜２５及び第１の誘電
体膜１５が積層した導光層５と、第２の電極３と、有機
発光層２と、第１の電極３とを備える。ここに、第１の
誘電体膜１５の屈折率は、第２の誘電体膜２５の屈折率
よりも大きい。この構成であっても、図１に示された有
機電界発光素子と同様にコントラスト比の低下を抑制す
る効果を奏する。
【００５７】（実施の形態２）本実施の形態において
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は、導光層及び光吸収体を有する有機電界発光素子につ
いて、図５から図９を参照しながら説明する。
【００５８】図５に示した有機電界発光素子は、図１に
示された有機電界発光素子に導光層側面の全面を覆う光
吸収体を設けたこと以外同一の構成である。この構成で
あれば、導光層により導かれた光を吸収することによ
り、光透過性基板側に戻る光を低減することができる。
【００５９】光吸収体を構成する物質としては、例え
ば、アクリル樹脂等の有機材料にカーボンを含有させた
物質、黒色の色素又は顔料を有機樹脂中に分散させた物
質、カラーフィルタのようにゼラチンやカゼインを黒色
の酸性染料で染色した物質が挙げられる。また、その
他、単一で黒色となるフルオラン系色素を発色させたも
の、緑色系色素と赤色系色素とを混合した配色ブラック
を用いることもできる。また、スパッタにより形成され
たＭｎＯ

3
膜やプラズマ重合により形成されたフタロシ

アニン膜等を用いることができる。
【００６０】上記においては黒色の光吸収体を例示した
が、更に、発光層から発生する光の色に対して補色の関
係を満たす光吸収体を用いることもできる。例えば、カ
ラーフィルタ用の光吸収材料を調製して所望の光吸収特
性を発現させたものを用いることができる。基本的に
は、上記黒色の吸収体と同様に、色素で染色した天然樹
脂や、色素を分散させた合成樹脂を用いることができ
る。色素の選択の自由度は黒色色素よりも広く、アゾ染
料、アントラキノン染料、フタロシアニン染料、トリフ
ェニルメタン染料等から適切な１種若しくは２種以上の
染料を組み合わせて、所望の光吸収特性を発現させるこ
とができる。
【００６１】更に、光吸収体を構成する物質としては金
属材料を用いることもできる。例えば、黒色の光吸収体
としては六価クロムからなる光吸収体が挙げられる。
【００６２】また、図６に示した有機電界発光素子は、
図１に示された有機電界発光素子に、導光層５及び第２
の電極４の全側面を覆う光吸収体７を設けたこと以外同
一の構成である。この構成であれば、導光層５により導
かれた光を吸収することにより、光透過性基板１側に戻
る光を確実にかつ効果的に低減することができる。
【００６３】また、図７に示した有機電界発光素子は、
図１に示された有機電界発光素子に、対向基板２１と対
向基板２１上に形成された導光層５及び第２の電極４の
全側面を覆う光吸収体７とを設けたこと以外同一の構成
である。この構成であっても、図５に示された有機電界
発光素子と同様な効果を有する。
【００６４】また、図８に示す如く、図４に示された有
機電界発光素子に、導光層５の全側面の全体及び第２の
電極４の全側面を覆う光吸収膜７を更に備える構成とす
ることもできる。図６に示された有機電界発光素子と同
様な効果を有する。
【００６５】また、図９に示した有機電界発光素子は、
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図４に示された有機電界発光素子に、対向基板２１と、
有機電界発光素子の全側面を覆う光吸収膜７を更に備え
た構成である。この構成であっても、図６に示された有
機電界発光素子と同様な効果を有する。図９において
は、基板１１と対向基板２１とに接触する光吸収膜７を
設けたが、基板又は対向基板に接触する光吸収膜を設け
てもよい。また、図９においては、第１の電極３と対向
基板２１が接触した構成を示したが、所定の強度を持た
せることにより、基板１１と対向基板２１とを支持する
支持柱を兼用させた光吸収膜を設けることもできる。
【００６６】（実施の形態３）本実施の形態において
は、導光層を有する有機電界発光素子を複数備えた表示
装置について、図１０～図１２を参照しながら説明す
る。
【００６７】図１０に示された表示装置は、絶縁性を有
する光透過性基板１上に、ＴＦＴ１８、各種信号線２８
（図示せず）及びコンデンサ３８(図示せず)を有する電
子回路と、図１に示した有機電界発光素子とを備える。
これにより、各有機電界発光素子は、電子回路を介して
独立に発光制御される。光透過性基板に形成した電子回
路の模式的な回路図を図１１に示す。図１１に示された
電子回路は、複数のＴＦＴ１８と各種信号線２８と複数
のコンデンサ３８と複数の電源線４８とゲートドライバ
回路とソースドライバ回路とを備える。なお、有機電界
発光素子１０は、電子回路の観点からは、ダイオードと
みなすことができる。
【００６８】図１０に示された構成であれば、表示光
に、第２の電極４及び／又は導光層５で反射する外光及
び有機発光層からの発光を低減できるため、コントラス
ト比を向上させることができる。また、同時に、直接表
示光と反射表示光との干渉を抑制することができるた
め、発光波長（発光色）のピークシフト（色コントラス
トの低下）を抑制することができる。更に、第２の電極
４及び／又は導光層５において反射した外光及び発光が
ＴＦＴ素子のチャネル領域に入射することに起因するＴ
ＦＴのリーク電流（オフ電流）の増加を低減できるた
め、コントラスト比を向上させることができる。
【００６９】第２の誘電体膜２５の膜厚ｔ

2
を下記数式

１を満たすように設定し、かつ第１の誘電体膜１５の膜
厚t

1
を下記数式２を満たすように設定した場合、確実に

上記の効果を奏する。なお、第１の誘電体膜１５及び第
２の誘電体膜２５の屈折率をそれぞれｎ

1
及びｎ

2
で表

し、また、画素の対角線長及び画素の最短辺をそれぞれ
Ｌ
1
及びＬ

2
で表す。

【数１】(ｎ
1
－ｎ

2
)×Ｌ

1
＞ｔ

2
＞(ｎ

1
－ｎ

2
)×Ｌ

2

【数２】ｔ
1
＝ｔ

2
／2

【００７０】また、第１の誘電体膜、第２の誘電体膜及
び第３の誘電体膜を導光層として備えた表示装置におい
て、下記数式３～５を満たすように設定した場合には、
確実に上記の効果を奏する。なお、第３の誘電体膜の屈
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折率及び膜厚をそれぞれｎ

3
及びｔ

3
で表す。

【数３】(ｎ
1
－ｎ

3
)×Ｌ

1
×（ｎ

2
／ｎ

1
）＞ｔ

3
＞(ｎ

1
－

ｎ
3
)×Ｌ

2
×（ｎ

2
／ｎ

1
）

【数４】(ｎ
1
－ｎ

2
)×Ｌ

1
＞ｔ

2
＞(ｎ

1
－ｎ

2
)×Ｌ

2

【数５】ｔ
1
＝ｔ

2
／2

【００７１】また、図１２に示された表示装置は、図１
０に示された表示装置における互いに離隔した各有機電
界発光素子の有機発光層２を各有機電界発光素子に共通
な連続的に連なる１つの共通有機発光層１２で置換した
構成である。この構成であっても、図１０に示された表
示装置と同様の効果を奏する。更に、電子回路と接触し
ていない第１の電極３又は第２の電極４を、各有機電界
発光素子に共通な連続的に連なる１つの共通電極とする
こともできる。更にまた、各有機電界発光素子に共通な
連続的に連なる１つの導光層を備えた構成とすることも
できる。
【００７２】ゲートドライバ回路とソースドライバ回路
は、上記電子回路とともに同一光透過性基板上に形成し
てもよいし、別の基板に形成しかつ上記電子回路の形成
された光透過性基板に実装してもよい。また、図１１に
示された電子回路は、画素ごとに４つのＴＦＴ１８を含
むが、画素ごとに１つのＴＦＴを配置した構成とするこ
ともできる。また、上記本実施の形態においては、スイ
ッチング素子としてＴＦＴを用いた場合を説明したが、
ＴＦＴ以外のスイッチング素子、例えば、ＭＯＳトラン
ジスタ、ＭＩＳトランジスタ、ＴＦＤ（Thin film diod
e）、ＭＩＭ（Metal insulation Metal）等を用いるこ
ともできる。また、種類の異なるスイッチング素子を含
む電子回路を形成してもよい。
【００７３】（実施の形態４）本実施の形態において
は、導光層を有する複数の有機電界発光素子と、有機電
界発光素子間に光吸収体とを備えた表示装置について、
図１３を参照しながら説明する。
【００７４】図１３に示された表示装置は、光透過性基
板１上に、ＴＦＴ１８（Thin filmtransistor）、各種
信号線２８（図示せず）及びコンデンサ３８(図示せず)
を有する電子回路と、図１に示された複数の有機電界発
光素子と、複数の有機電界発光素子の周囲に設けられ、
導光層５及び第２の電極４の全側面を覆いかつＴＦＴ１
８の上方を覆う光吸収体７を備える。これにより、図１
０に示した構成の表示装置に比べて、コントラスト比を
更に向上させることができる。
【００７５】また、光透過性基板１上に、図６～図９に
示された光吸収体７を有する有機電界発光素子を複数設
けた構成とすることもできる。なお、図７及び図９に示
された構成とするためには、対向基板を更に用いて表示
装置を構成する必要があることに注意を要する。
【００７６】（実施の形態５）本実施の形態において
は、導光層を有する複数の有機電界発光素子と、カラー
フィルタ層とを備えたフルカラー表示装置について、図

14
１４及び図１５を参照しながら説明する。
【００７７】図１４に示された表示装置は、絶縁性を有
する光透過性基板１の裏面上に形成された、赤色フィル
タ膜９ｒ、緑色フィルタ膜９ｇ及び青色フィルタ膜９ｂ
よりなるカラーフィルタ層９を備え、かつ光透過性基板
１の表面上に、ＴＦＴ１８、各種信号線２８（図示せ
ず）及びコンデンサ３８(図示せず)を有する電子回路
と、光透過性基板１を赤色フィルタ膜９ｒ、緑色フィル
タ膜９ｇ及び青色フィルタ膜９ｂで挟む赤色画素用の有
機電界発光素子、緑色画素用の有機電界発光素子及び青
色有機電界発光素子とを備える。赤色画素用の有機電界
発光素子、緑色画素用の有機電界発光素子及び青色有機
電界発光素子はそれぞれ赤色画素用の導光層５ｒ、緑色
画素用の導光層５ｇ及び青色画素用の導光層５ｂを備え
ており、第１の誘電体膜１５及び第２の誘電体膜２５の
厚さは、各種の導光層ごとに異なる。
【００７８】各種の有機発光層の第1の誘電体膜１５を
同一物質で形成し、かつ各種の有機発光層の第２の誘電
体膜２５を同一物質で形成した場合には、下記数式６及
び７を満たすことが好ましい。なお、赤色画素用の導光
層５ｒにおける第1の誘電体膜１５の膜厚、緑色画素用
の導光層５ｇにおける第1の誘電体膜１５の膜厚及び青
色画素用の導光層５ｂにおける第1の誘電体膜１５の膜
厚を、それぞれ、ｔ

1r
、ｔ

1g
及びｔ

1b
で表す。また、赤

色画素用の導光層５ｒにおける第２の誘電体膜２５の膜
厚、緑色画素用の導光層５ｇにおける第２の誘電体膜２
５の膜厚及び青色画素用の導光層５ｂにおける第２の誘
電体膜２５の膜厚を、それぞれ、ｔ

2r
、ｔ

2g
及びｔ

2b
で

表す。
【数６】ｔ

1r
＞ｔ

1g
＞ｔ

1b

【数７】ｔ
2r
＞ｔ

2g
＞ｔ

2b

【００７９】また、上記数式６及び７を満たし、かつ下
記数式８及び９を満たす構成であってもよい。この構成
であれば、外光の反射によるコントラスト比の低下を抑
制する効果が更に高くなる。なお、赤色画素用の導光層
５ｒにおける第1の誘電体膜１５の屈折率、緑色画素用
の導光層５ｇにおける第1の誘電体膜１５の屈折率及び
青色画素用の導光層５ｂにおける第1の誘電体膜１５の
屈折率を、それぞれ、ｎ

1r
、ｎ

1g
及びｎ

1b
で表す。ま

た、赤色画素用の導光層５ｒにおける第２の誘電体膜２
５の屈折率、緑色画素用の導光層５ｇにおける第２の誘
電体膜２５の屈折率及び青色画素用の導光層５ｂにおけ
る第２の誘電体膜２５の屈折率を、それぞれ、ｎ

2r
、ｎ

2g
及びｎ

2b
で表す。更に、赤色フィルタ膜９ｒ、緑色フ

ィルタ膜９ｇ及び青色フィルタ膜９ｂを透過した光の主
波長を、それぞれ、λ

r
、λ

g
及びλ

b
で表す。

【数８】
ｔ
1r
：ｔ

1g
：ｔ

1b
＝λ

r
／ｎ

1r
：λ

g
／ｎ

1g
：λ

b
／ｎ

1b

【数９】
ｔ
2r
：ｔ

2g
：ｔ

2b
＝λ

r
／ｎ

2r
：λ

g
／ｎ

2g
：λ

b
／ｎ

2b
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【００８０】また、各種の有機電界発光素子ごとに発光
色の異なる有機発光層を設ける場合には、上記数式１及
び２を満たし、かつ下記数式１０及び１１を満たす構成
であってもよい。なお、赤色画素用の有機電界発光素子
の有機発光層からの発光の主波長、緑色画素用の有機電
界発光素子の有機発光層からの発光の主波長及び青色画
素用の有機電界発光素子の有機発光層からの発光の主波
長を、それぞれ、λ'

r
、λ'

g
及びλ'

b
で表す。この構成

の場合、発光の干渉に起因する色コントラスト比の低下
を抑制する効果が更に高くなる。
【数１０】ｔ

1r
：ｔ

1g
：ｔ

1b
＝λ'

r
／ｎ

1r
：λ'

g
／

ｎ
1g
：λ'

b
／ｎ

1b

【数１１】ｔ
2r
：ｔ

2g
：ｔ

2b
＝λ'

r
／ｎ

2r
：λ'

g
／

ｎ
2g
：λ'

b
／ｎ

2b

【００８１】また、上記数式１、２、８及び９を満たし
かつ下記数式１２を満たす構成、又は上記数式１、２、
１０及び１１を満たしかつ下記数式１２を満たす構成で
あってもよい。
【数１２】ｔ

1r
：ｔ

1g
：ｔ

1b
＝ｔ

2r
：ｔ

2g
：ｔ

2b

【００８２】更に、上記数式８及び１０に代えて、それ
ぞれ、下記数式１３及び１４を満たす構成とすることも
できる。なお、ｋ

r
、ｋ

g
及びｋ

b
並びにｍ

r
、ｍ

g
及びｍ

b

は、それぞれ、任意の整数を表す。量子電磁気学による
選択透過の共鳴条件（膜厚が入射する光の半波長の整数
倍）を満たすこととなるので、可視光の波長の３倍以下
の膜厚の誘電体膜を設ける場合には、この条件を満たす
ことが好ましい。
【数１３】ｔ

1r
＝ｋ

r
・λ

r
／2ｎ

1r
、ｔ

1g
＝ｋ

g
・λ

g
／2

ｎ
1g
、ｔ

1b
＝ｋ

b
・λ

b
／2ｎ

1b

【数１４】ｔ
1r
＝ｍ

r
・λ'

r
／2ｎ

1r
、ｔ

1g
＝ｍ

r
・λ'

g

／2ｎ
1g
、ｔ

1b
＝ｍ

r
・λ'

b
／2ｎ

1b

【００８３】また、第２の誘電体膜に対しても、上記数
式１３及び１４と同様な共鳴条件を満たす構成とするこ
とができる。
【００８４】上記本実施の形態においては、３種のカラ
ーフィルタ膜よりなるカラーフィルタ層を設けた表示装
置について説明したが、図１５に示す如く、カラーフィ
ルタ層としては、３種のカラーフィルタ膜（９ｒ、９
ｇ、９ｂ）以外に、更に、ブラックマトリックス１９を
含む構成のカラーフィルタ層９やＴＦＴ１８を覆うよう
に設けた遮光膜１９を含むカラーフィルタ層９であって
もよい。この構成であれば、ＴＦＴ１８のチャネル領域
に直接入射する外光を低減できるため、ＴＦＴ１８のリ
ーク電流の増加に起因するコントラスト比の低下も抑制
することができる。
【００８５】（実施の形態６）本実施の形態において
は、導光層を有する複数の有機電界発光素子と、隣接す
る有機電界発光素子間に光吸収体と、カラーフィルタ膜
とを備えたフルカラー表示装置について、図１６を参照
しながら説明する。
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【００８６】図１６に示された表示装置は、図１５に示
されたフルカラー型表示装置に、更に、対向基板２１
と、対向基板２１上に形成された光吸収体７を備えた構
成である。図１６に示された光吸収体７は、導光層５と
第２の電極４との全側面を覆い、かつ有機発光層２の上
部の側面を覆い、かつＴＦＴ１８を覆う。この構成であ
れば、導光層５により導かれた光を効率的に吸収するこ
と、第２の電極４で反射した光がＴＦＴ１８のチャネル
領域に入射すること、及び、有機発光層２から発光が直
接にＴＦＴ１８のチャネル領域へ入射することを防止で
きる。したがって、コントラスト比の低下及び色コント
ラスト比の低下を効果的に抑制することができる。
【００８７】図１６に示した光吸収体以外に、図５及び
図６に示されたような光吸収体を設けた構成とすること
もできる。
【００８８】（実施の形態７）本実施の形態において
は、有機発光層と第１の電極との界面が起伏面である有
機電界発光素子について、図１７を参照しながら説明す
る。なお、本実施の形態における第２の電極は、光透過
性を有する必要がないことに注意を要する。
【００８９】図１７には、光透過性基板１上に形成され
た有機電界発光素子が表されており、有機電界発光素子
からの表示光は光透過性基板側から取り出される。図１
７に示された有機電界発光素子は、光透過性基板側から
順に、第１の電極３と、表面に起伏面を有する有機発光
層２と、有機発光層の起伏面を有する表面上に形成され
た第２の電極４とを備える。この構成であれば、外光が
有機発光層２と第２の電極４との界面において拡散反射
するため、外光の鏡面反射によるコントラスト比の低下
を抑制することができる。
【００９０】図１７においては、有機発光層２と反対側
の表面を平坦面とする第２の電極１４を設けたが、略均
一な膜厚の第２の電極を設けてもよい。この場合、第２
の電極の有機発光層と反対側の表面は、有機発光層の起
伏面の形状に応じた起伏面となる。
【００９１】（実施の形態８）本実施の形態において
は、有機発光層と第１の電極との界面が起伏面である有
機電界発光素子を備えた表示装置について説明する。絶
縁性を有する光透過性基板基板上に、ＴＦＴ、各種信号
線及びコンデンを有する電子回路と、複数の図１７に示
した有機電界発光素子とを設けた表示装置である。各有
機電界発光素子は、電子回路を介して独立に発光制御さ
れる。この構成であれば、有機発光層２と第２の電極１
４との界面を起伏面とすることにより、その界面におけ
る外光の鏡面反射を低減させてコントラスト比の低下を
抑制することができる。したがってコントラスト比を向
上させた表示装置となる。
【００９２】各有機電界発光素子ごとに離隔した複数の
有機発光層を有する構成であってもよいし、複数の有機
電界発光素子に共通な１つの共通有機発光層を有する構
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成であってもよい（図１２参照）。また、第１の電極又
は第２の電極のいずれか一方が、複数の有機電界発光素
子に共通な１つの共通電極であってもよい。
【００９３】更に、上記実施の形態２及び６で説明した
ような光吸収体を更に設ける構成であってもよいし、ま
た、上記実施の形態５で説明したようなカラーフィルタ
を更に設ける構成であってもよい。
【００９４】（実施の形態９）本実施の形態において
は、有機電界発光素子の形成された基板上に遮光壁を有
する表示装置について、図１８を参照しながら説明す
る。なお、本実施の形態における第２の電極は光透過性
を有する必要がないことに注意を要する。
【００９５】図１８に示された表示装置は、絶縁性を有
する光透過性基板１と、光透過性基板１と対向する対向
基板２１と、光透過性基板１と対向基板２１との間に形
成された、複数の有機電界発光素子１０と、複数の有機
電界発光素子１０の発光を独立制御する電圧印加手段
（図示せず）と、遮光壁１７とを含む。有機電界発光素
子１０は、光透過性を有する第１の電極３、第１の電極
３に対向した第２の電極１４、及び、第１の電極３と第
２の電極１４の間に設けられた発光物質を含有する有機
発光層２を備える構成である。また、遮光壁は、有機電
界発光素子１０の形成された面における有機電界発光素
子１０の形成されていない領域と対面する、光透過性基
板１の裏面における対面領域に形成されている。
【００９６】表示面側に遮光壁を設けることにより、外
光の鏡面反射によるコントラスト比の低下を抑制するこ
とができる。遮光壁は、光吸収性の高い物質で形成する
ことが好ましい。
【００９７】遮光壁を構成する物質としては、例えば、
アクリル樹脂等の有機材料にカーボンを含有させた物
質、黒色の色素又は顔料を有機樹脂中に分散させた物
質、カラーフィルタのようにゼラチンやカゼインを黒色
の酸性染料で染色した物質が挙げられる。また、その
他、単一で黒色となるフルオラン系色素を発色させたも
の、緑色系色素と赤色系色素とを混合した配色ブラック
を用いることもできる。また、スパッタにより形成され
たＭｎＯ

3
膜やプラズマ重合により形成されたフタロシ

アニン膜等を遮光壁として用いることができる。
【００９８】上記においては黒色の遮光壁を例示した
が、更に、発光層から発生する光の色に対して補色の関
係を満たす遮光壁を用いてもよい。例えば、カラーフィ
ルタ用の光吸収材料を調製して所望の光吸収特性を発現
させたものを用いることができる。基本的には、上記黒
色の遮光壁と同様に、色素で染色した天然樹脂や、色素
を分散させた合成樹脂を用いることができる。色素の選
択の自由度は黒色色素よりも広く、アゾ染料、アントラ
キノン染料、フタロシアニン染料、トリフェニルメタン
染料等から適切な１種若しくは２種以上の染料を組み合
わせて、所望の光吸収特性を発現させることができる。*
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*【００９９】更に、遮光壁を構成する物質としては金属
材料を用いることもできる。例えば、黒色の遮光壁とし
ては六価クロムからなる遮光壁が挙げられる。
【０１００】図１８に示された表示装置には遮光壁１７
が各有機電界発光素子１０ごとに配置されているが、複
数の有機電界発光素子ごとに遮光壁を設けた構成とする
こともできる。
【０１０１】
【発明の効果】以上で説明したように、本発明では、第
２の電極を所定の導電率を確保する限りにおいて最も膜
厚を薄くし、第２の電極上に複数の誘電体膜を積層して
なる導光層を設けることにより、有機電界発光素子及び
それを用いた表示装置のコントラスト比の低下及び／又
は色コントラスト比の低下を抑制することができる。
【０１０２】また、本発明では、少なくとも導光層の側
面を覆う光吸収体を更に設けることにより、第２の電極
を透過した光を効率よく吸収させることにより、有機電
界発光素子及びそれを用いた表示装置のコントラスト比
の低下及び／又は色コントラスト比の低下を更に抑制す
ることができる。更に、ＴＦＴを用いて有機電界発光素
子の発光を制御する表示装置においては、ＴＦＴ（ＴＦ
Ｔのチャネル領域）の上方を覆う光吸収体を設けてリー
ク電流の発生を抑制させることにより、コントラスト比
の低下及び／又は色コントラスト比の低下を最も効果的
に抑制することができる。
【０１０３】また、本発明では、有機発光層と第２の電
極との界面を起伏面とすることにより、その界面におけ
る外光の鏡面反射を低減させてコントラスト比の低下を
抑制することができる。
【０１０４】また、本発明では、表示面側に遮光壁を設
けることにより、鏡面反射によるコントラスト比の低下
を抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１は、２つの誘電体膜が積層してなる導光層
を備えた有機電界発光素子の模式的な断面図である。
【図２】図２は、２つの誘電体膜が積層してなる導光層
及び電子注入効率を向上させる無機薄膜を備えた有機電
界発光素子の模式的な断面図である。
【図３】図３は、３つの誘電体膜が積層してなる導光層
を備えた有機電界発光素子の模式的な断面図である。
【図４】図４は、２つの誘電体膜が積層してなる導光層
を備えており、光透過性基板と反対側から表示光を取り
出す有機電界発光素子の模式的な断面図である。
【図５】図５は、導光層の側面を覆う光吸収体を備えた
有機電界発光素子の模式的な断面図である。
【図６】図６は、導光層及び第２の電極を覆う光吸収体
を備えた有機電界発光素子の模式的な断面図である。
【図７】図７は、対向基板と対向基板上に形成された光
吸収体を備えた有機電界発光素子の模式的な断面図であ
る。
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【図８】図８は、導光層及び第２の電極を覆う光吸収体
を備えた、光透過性基板と反対側から表示光を取り出す
有機電界発光素子の模式的な断面図である。
【図９】図９は、対向基板及び対向基板と対向基板の間
に形成された光吸収体を備え、対向基板側から表示光を
取り出す有機電界発光素子の模式的な断面図である。
【図１０】図１０は、図１に示された有機電界発光素子
を複数有する表示装置の模式的な断面図である。
【図１１】図１１は、複数の有機電界発光素子を独立に
制御する電子回路の一例を説明するための回路図であ
る。
【図１２】図１２は、複数の有機電界発光素子に対して
共通な１つの有機発光層を備えた表示装置の模式的な断
面図である。
【図１３】図１３は、図１に示された複数の有機電界発
光素子と光吸収体を備えた表示装置の模式的な断面図で
ある。
【図１４】図１４は、図１に示された構成の複数種の有
機電界発光素子と３種のカラーフィルタ膜よりなるカラ
ーフィルタ層とを備えたフルカラー型の表示装置の模式
的な断面図である。
【図１５】図１５は、図１に示された構成の複数種の有
機電界発光素子と３種のカラーフィルタ膜及びブラック
マトリックスよりなるカラーフィルタ層とを備えたフル
カラー型の表示装置の模式的な断面図である。
【図１６】図１６は、図１に示された構成の複数種の有
機電界発光素子と３種のカラーフィルタ膜及びブラック
マトリックスよりなるカラーフィルタ層と光吸収体とを
備えたフルカラー型の表示装置の模式的な断面図であ
る。
【図１７】図１７は、有機発光層と第２の電極との界面
が起伏面である有機電界発光素の模式的な断面図であ
る。
【図１８】図１８は、表示光の取り出し面側に遮光壁を
設けた表示装置の模式的な断面図である。 *
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*【図１９】図１９は、基板上に従来の有機電界発光素子
を備えた表示装置の模式的な断面図であり、図１９
（ａ）には、基板側から表示光を取り出す構造の表示装
置を示し、図１９（ｂ）には、基板と反対側から表示光
を取り出す構造の表示装置を示す。
【符号の説明】
１、１０１    光透過性基板
１１、１１１    基板
２１    対向基板
２、１０２    有機発光層
１２    共通有機発光層。
３、１０３    光透過性の第１の電極（陽電極）
４、    光透過性の第２の電極
１４、１１４    第２の電極（陰電極）
５    導光層
５ｒ  赤色画素用の導光層
５ｇ  緑色画素用の導光層
５ｂ  青色画素用の導光層
１５    第１の導電体膜
２５    第２の導電体膜
３５    第３の導電体膜
６    無機薄膜
７    光吸収体
８、１０８    電子回路
１８、１１８    ＴＦＴ
２８    各種信号線
３８    容量素子
４８    電源線
９    カラーフィルタ
９ｒ  赤色フィルタ
９ｇ  緑色フィルタ
９ｂ  青色フィルタ
１９    ブラックマトリックス
１０    有機電界発光素子

【図１】 【図２】
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